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評 価 結 果
市町村受理日

平成22年4月23日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

このホームの経営母体は、生駒病院を母体とする医療法人社団仁徳会である。仁徳会は平成１０年２月
にデイサービス開設（生駒病院棟１階に一般型２５名定員、２階に認知症専用型１０名定員）にあた
り、横浜市の委託を受けて１ユニット８名定員、利用者対職員４対１対応のグループホーム（ユニット
名「悠々」）を生駒病院棟３階に併設開所した。その後、平成１１年に南区の井土ヶ谷に五常デイサー
ビスを開設し、平成１６年に生駒病院の隣に隣接新棟を増設し、グループホーム２ユニット（１階にユ
ニット名「ゆったり」６名定員、２階にユニット名「ゆとり」６名定員）を開設し、３ユニットの「グ
ループホーム　フィニックス」として現在に至っている。地理的には、相鉄線西横浜駅から徒歩１０分
程度の高台にあり、ランドマークタワー等ＭＭ２１の建物が見渡せる見晴らしの良い所で、下町的暖か
さが残る住宅地にある。　運営理念は、「家庭的環境」「人格の尊重」「自立支援」「地域密着」を基
本ケアとし、「悠々・ゆとり・ゆったり」と暮らすことである。理念は、フロアの壁に掲げて職員に共
有されている。母体の生駒病院が50年以上の地域医療を担ってきている実績があるので、生駒病院のグ
ループホームとして開所時より地域での理解が得られている。ご入居者全員が自治会に入会し、管理者
が班長として会費徴収等で協力している。日常、家族の面会頻度は多く家族とのコミニュケーションは
とれているが、ホームが高台にあり、花火が良く見えるので、その日に合わせた家族会は出席者が非常
に多くなり、意見交換が活発になる。医療連携体制は、入所時に、ご本人及びご家族に説明し、個々が
自由に選択し、かかりつけ医を決めている。定期受診は１回／月で、緊急時は生駒病院の医師が診る。
管理者が看護師（未登録）であり、日々の容態変化に即応しているので安心である。ターミナルケアは
基本的に行わないことを、入居時に説明している。ただし、ご家族の希望がある場合は、状態の変化に
応じて医師、家族、ホームで話し合いを行って看取りまで行う。暮らしの支援は、屋外活動として中庭
の樹木の水遣り、屋上プランター野菜の水遣り、町内会の盆踊りへの参加、保育園の運動会見学、家族
との日帰り温泉外出（１回／年）などをしている。日々の生活は屋内リビングで寛いでいるが、四季に
応じて豆まき、雛人形、兜・五月人形、七夕飾り、クリスマスツリー、正月飾り等の飾り付けや催しを
行っている。また、１階に金魚、２階にカナリヤがいてご利用者が職員と一緒になって洗浄・清掃、餌
やり等の世話をしている。

母体が医療法人であり、理事長である院長が平日は同敷地内にある医院に常駐してい
る事から、入居者、家族、スタッフの安心感は得られていると思う。又、併設してい
るデイサービスへのボランティア来所時には遊びに行くなど、人間性を保ち、地域に
開業して50年と言う中で、地域との繋がりは定着している。ゆとりある、ゆったりと
した、なじみの関係を保ちながら悠々とその人らしく暮らせる場所を目指している。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

平成　21　年度

株式会社　R-CORPORATION
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホームフィニックス

ゆとり

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

西区役所の高齢支援担当、生活保護課には必ず
月1回のﾍﾟｰｽで連絡を入れたり、足を運ぶように
している。ここ数年は高齢支援を中心に西区4ﾎｰ
ﾑを交え、情報交換の場を設けている。

区の４グループホームの管理者、区高齢支援課
課長の連絡会を1回／年フィニックスで実施。生
保のこと、保険の更新、栄養管理士との食事メ
ニュー相談等で区との関係は蜜に図られてい
る。

今後の継続

以前は市からの委託で介護教室等を開催してい
た。現在は地域運営推進委員会議を通して発信
している。

町内会長、民生委員等、家族、入居者の参加を
頂き、西区高齢支援、包括を交え、積極的な意
見の交換があった。

運営推進会議は、西区の４グループホーム合同
でＨ２１．１１月に１回開催している。病院連
携ホームとしての話題や他の催しと併せた開催
を企画して開催頻度を上げたい。 今後の継続

ホーム設立時に職員が作ったユニット名になっ
ている。「悠々」「ゆとり」「ゆったり」を基
本とし、誰もがわかりやすく、原点に戻るユ
ニット名としている。

理念は、「家庭的環境」「人格の尊重」「自立
支援」「地域密着」を基本ケアとし、「悠々・
ゆとり・ゆったり」と暮らすことである。理念
は、フロアの壁に掲げてある。 今後の継続

地域に根差して50年以上という事もあり、フィ
ニックスというよりも生駒のおばあちゃん、お
じいちゃんで知られている。自治会参加、組長
として町内会費と募金等の集金も協力してい
る。隣家にはゴミ置き場を提供したり、お土産
のやり取り地域より７段飾りのお雛様等を頂い
ている。

母体の生駒病院が50年以上地域医療を担ってき
ているので、開所時より地域での理解が得られ
ている。入居者全員が自治会に入会し、管理者
が班長として会費徴収等で協力している。 今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

理解をし、拘束は行ってはいないが、移住ス
ペースが二階で横長のフロアの為、安全の意味
からｴﾚﾍﾞｰﾀは暗証番号が設定されている。

病院棟3階「悠々」、隣接新棟１階「ゆった
り」、隣接新棟２階「ゆとり」の各エレベー
ターは暗証番号、各階段入り口は施錠している
が、周囲に余裕あるスペースがあり閉塞感を感
じさせないケアが出来ている。身体拘束はして
いない。

今後の継続

常に利用者が発しやすい機会を作る努力をする
と共に、家族に対し面会時に本人の様子を話す
と共に、それとなく家族の意見、要望を伺うよ
うにしていてる。

日常、家族の面会頻度は多い。ホームが高台に
あるので、ＭM２１地区花火大会の花火が良く見
えるので、その日に合わせた家族会は出席者が
非常に多く、意見交換が活発になる。 今後の継続

研修回数としては少ないと思う。事業所内研修
での試みを考えているが、ｽﾀｯﾌがそれほどまで
の興味を示さないのは確か。

契約成立までには、ある程度回数を重ねて面談
し、説明をし本人家族に対し理解を得ていると
思う。

身体を使ったり、言葉の虐待は行っていない。
研修会、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等での学習はしているが、ｽﾀｯﾌ
によっては注意すべき点もある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

本人の行動、言動に加え、表情、目線、態度に
気を配りながら観察を行っている。

毎年、各ﾕﾆｯﾄから一名ずつ他ﾎｰﾑへの三日間の研
修、又は受け入れ等をしている。

各ﾕﾆｯﾄ共に、職員室を設け、休憩時間には完全
に入居者と離れられる時間として、60分間取っ
ている。夜勤、明け、休みのﾊﾟﾀｰﾝを極力崩さな
い努力はしている。

事業所内外の研修、他ﾎｰﾑとの現場研修等、参加
はしているが、まだまだ足りない状況。

特別に聞く機会を設けたりはしていないが、日
常会話の中で聞き取り繁栄に繋げている。

１回／月ミーティング、夜勤明け時に管理者と
担当者の話し合い等により職員の意見は充分反
映されている。職員（男４名）の年齢は、２０
代～６０代各代にいて、バランス良い。 今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

昔馴染みの人や過去に勤務されていた方たちと
の関係にも支援している。

家族との通院・墓参り、近くに住んでいた入居
者には友人の面会あり、喫茶店でのお茶のみ・
藤棚商店街での買い物等行っている。友人から
のてかみを頂く人もいる。 今後の継続

ｶﾚﾝﾀﾞｰに合わせて日々の生活を一緒に共有しな
がら過ごしている。

常に本人の様子を家族にお話しすると共に、そ
の時間を共に感じてもらうように努力してい
る。

家族からの要望、心配事をｽﾀｯﾌ間で共有し、観
察しながら一つ一つ確認し、その結果を伝えて
いく事から、関係作りを行っている。

家族の要望に対する支援を中心に初めて行きな
がら、場所や人がかわることで変化が生じてく
る時は、新たな支援に変えていく対応を取って
いる。
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実施状況 実施状況
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自
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外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

日々の変化に対応しながら、その人に適した時
間の過ごし方を考えている。

各々の行動や言動に耳を傾け、何を希望し、何
を思っているかの把握に努めている。

日常の情報交換によりご利用者の状態の変化・
本人の意思等を話し合い確認して個別ケア日誌
に記入するようにして介護計画に反映してい
る。 今後の継続

ご家族からの情報、あるいは会話、テレビ、
又、社会情勢による出来事を契機に過去の生活
を思い出してもらう努力をしている。

地域の方が多い為、特養等へ退去された利用者
の家族、亡くなられた家族等が立ち寄って下
さったり、相談事で来初されるｹｰｽもあります。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

場面作りや話の糸口を提示する事から、自然に
会話や興味が起こる機会を作っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

地域の医療への受診。商店街の利用、西区役
所、小中学校、幼稚園との関わり等支援してい
る。

かかりつけ医は本人、家族の希望で、自由に選
択されている。

入所時に、本人及び家族に説明し、個々が自由
に選択し、かかりつけ医を決めている。定期受
診は１回／月で、緊急時は生駒病院の医師が診
る。 今後の継続

申し送り、記録を通して毎日行うﾐﾆﾐｰﾃｨﾝｸﾞでそ
の日の気付きを上げている。

同事業所のﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽとの交流も図り、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ来
初の際等は誘いを受け出かけたりしている。

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽや日々の職員同士の意見交換などを中心
に作成している。家族に意見の打診をするも、
深いｺﾒﾝﾄは上がってこない。

介護計画は、基本的には１回／３ヶ月の見直し
をすることにしているが、状況の変化に応じて
その都度見直す。

今後の継続
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
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価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

平成13年より、年二回の昼間の訓練は実施して
いるが、夜間対応の訓練はした事がないので、
今後の課題である。

ホームの防災訓練は、２回／年、消防署員が来
て実施している。昼間の火災を想定した避難訓
練で、火災報知器・サイレン作動各ユニットの
指定位置に全員が避難する。 今後の継続

契約時に家族と十分に話をしている。結果的に
三名の入居者がﾀｰﾐﾅﾙとして支援した。

ターミナルケアは基本的に行わないことを、入
居時に説明している。ただし、ご家族の希望が
ある場合は、状態の変化に応じて医師、家族、
ホームで話し合いを行って看取りまで行う。 今後の継続

ﾏﾆｭｱﾙを手引きとして備えてはいる。特に夜間、
緊急時には、すぐ対応できるよう努力はしてい
る。

理事長が併設してある医院の院長で在り、管理
者は看護師であり、併設してあるﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽにも
常時看護士が常駐している為、支援しやすい環
境である。

入居者の入院、及び退院には必ず関わるように
している。又、退院に向けてのｶﾝﾌｧﾚﾝｽには毎回
参加をしている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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外
部
評
価
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

食事を楽しむ事が出来る様に心がけている。準
備、片づけを一緒に行っている。

配達業者に、中央市場からその日の食材を配達
してもらうので新鮮である。食事メニューは、
利用者の希望も入れて、調理の準備から後片付
けまでご利用者と行う。 今後の継続

個々の希望が叶えられるかと言うと難しいが、
極力希望に添えるように努力している。しか
し、場面によってｽﾀｯﾌの都合優先と見受けられ
る時もある。

判断できない人や衣類の数が少ない人には好み
より実用性で対応してしまう場合がある。

言葉掛けは気をつけられるが、行動については
時々利便性を先行してしまう事がある。ｽﾀｯﾌの
声大きさが気になる事もある。

本人にとって都合の悪い言葉掛けは、耳元で行
う等相手を傷つけないように配慮する。自分の
介護を見直しする為に定期的に職員に教育する
場を設けている。 今後の継続

自己決定が出来るような話の糸口を作るように
働きかけている。ｽﾀｯﾌによっては自分の意見が
前に出てしまっている場面も見られる時があ
る。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

全体的に食べ物で予防している。利用者によっ
てはﾄﾞｸﾀｰに指示を受け与薬を受けている。

日中のｽﾀｯﾌ二名にて個々の希望の時間帯での入
浴は難しく、大体の方が午後の入浴となる。

その人の状況に合わせて、最低２回／週の入浴
をしている。入浴を拒否する人がいるので、そ
の人にはトイレ誘導の流れで入浴することや入
浴後のトランプ等で誘っている。 今後の継続

朝、夕、各々の状態に応じた支援を行ってい
る。

排泄表を元に各々の状態に応じた対応を行って
いる。

排泄自立のための支援に取り組んでいる。昼は
布パンツ、夜間はリハパンを使用、その人の排
泄パターンや、しぐさ・表情によるトイレ誘導
を実施する。 今後の継続

水分摂取量が決められている利用者には毎日摂
取量を記録し、支援している。　　西区管理栄
養士に年一回、献立を見てもらい、指導を受け
ている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

数千円単位で所持している利用者もいるが、ほ
とんどがﾎｰﾑ側で預かり、使う際に出し入れして
いる。

調理、裁縫、ﾊﾟｽﾞﾙ、歌、等その方ににあった対
応を心がけている。

利用者によっては家族、友人と旅行、墓参り、
近所の喫茶店等に外出している。

中庭の樹木の水遣り、屋上プランター野菜の水
遣り、町内会の盆踊りへの参加、保育園の運動
会見学、家族との日帰り温泉外出（１回／
年）、デイサービスフロアーでの行事等を実
施。

今後の継続

日常の状態を観察しながら支援している。出来
る限り日中の覚醒、離床を促し、夜間の安眠に
繋げている。

ｽﾀｯﾌ全員が把握できているとは思われないの
で、確認が必要。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居前にご本人のお気に入りの物、思いである
物を持って来て頂くよう話をしている。全ての
物を新しく、しないでほしい事を伝えている。

居室は全てが建物の南側に位置し、日差しがあ
り明るく、馴染みの家具・品物を持ち込み安心
して過ごせるように配慮している。移動畳敷き
もあり、盆踊りの浴衣着付けなどしている 今後の継続

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対応の内部と、介助ﾊﾞｰの設置により、
歩行の安全性を確保しているので、杖を使用し
たり、ゆっくりとﾏｲﾍﾟｰｽの歩行で、自らの意思
で行動されている。

日中は日差しがよく入り、明るい空間である。
生活感、季節感を適度に取り入れているつもり
である。

リビング等に、四季に応じた飾り付けをしてい
る（雛人形、兜・五月人形、七夕飾り、クリス
マスツリー、正月飾り）。また、１階に金魚、
２階にカナリヤがいる。 今後の継続

限られた空間ではあるが、その中で少し離れた
場所へ椅子、ｿﾌｧｰ等を置く工夫をしている。

電話、手紙は自由である。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所 グループホーム

　　　　フィニックス
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

現状におけるｽﾀｯﾌの研修
が不足している。

事業所外研修及び、事業
所内研修の充実

隔月定期的
平成22年１月よ
り開催予定

地域運営推進会議の充実
概に２ヶ月に一度の開催
に少しでも近づけるよう
にしていきたい。

平成２２年３月
より予定。

家族来所時には常に日常
の状態を話しているが、
記録等を積極的に見せて
の伝達が少なかったと思
う。

来所された家族に口頭だ
けで伝えるのではなく、
常時記録等を見て頂き日
頃の状態を話して行きた
い。

平成２２年３月
より予定。

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

平成22年2月28日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

事業所内研修に於いては
隔月における、夜間の研
修日の設定。

開催日を早めに設定、連
絡し、予定をたててい
く。

個人日誌、生活日誌、個
人カンファレンス、ミニ
ミーティングの記録等を
見て頂き、それを通して
伝えていく。

目　　標
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームフィニックス

ゆったり

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

いつでも見れる場所に理念を飾っている。ス
タッフミーティングでも理念について話してい
る。

近くの公園に散歩に行ったり、選挙や祭りに参
加している。

以前は市からの委託で介護教室等を開催してい
た。現在は地域運営推進委員会義を通して発信
している。

町内会長、民生委員等、家族、入居者の参加を
頂き、西区高齢支援、包括を交え、積極的な意
見の交換があった。

西区役所の高齢支援担当、生活保護課には必ず
月1回のﾍﾟｰｽで連絡を入れたり、足を運ぶように
している。ここ数年は高齢支援を中心に西区4ﾎｰ
ﾑを交え、情報交換の場を設け居ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体を使ったり、言葉の虐待は行っていない。
研修会、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等での学習はしているが、ｽﾀｯﾌ
によっては注意すべき点もある。

成年後見制度を利用されている入居者もいる
が、全ｽﾀｯﾌが理解できておらず、管理者任せに
なっている。

契約成立までには、ある程度回数を重ねて面談
し、説明をし本人家族に対し理解を得ていると
思う。

常に利用者が発しやすい機会を作る努力をする
と共に、家族に対し面会時に本人の様子を話す
と共に、それとなく家族の意見、要望を伺うよ
うにしていてる。

身体拘束をしないｹｱは実践しているが、玄関の
施錠は安全面から行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

特別に聞く機会を設けたりはしていないが、日
常会話の中で聞き取り繁栄に繋げている。

毎年、各ﾕﾆｯﾄから一名ずつ他ﾎｰﾑへの三日間の研
修、又は受け入れ等をしている。

各ﾕﾆｯﾄ共に、職員室を設け、休憩時間には完全
に入居者と離れられる時間として、60分間取っ
ている。夜勤、明け、休みのﾊﾟﾀｰﾝを極力崩さな
い努力はしている。

事業所内外の研修、他ﾎｰﾑとの現場研修等、参加
はしているが、まだまだ足りない状況。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

少しずつご本人との距離を縮め、安心して暮ら
せるような心配りを行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

家族からの要望等をｹｱﾌﾟﾗﾝに生かせるようにご
家族との信頼関係の構築にも努めている。

ﾌｪｲｽｼｰﾄ及び、ご家族からの情報を元に、ｹｱﾌﾟﾗﾝ
の作成を行っている。

してあげる。と言う気持ちが全くないと言いき
れないが、共に生活している関係性は築けてい
ると思う。

ご家族との連携を図り、共にご本人を支えてい
く関係性は出来ていると思う。

利用者が限られているが、近所の方が来訪され
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

ｽﾀｯﾌが間に入る事により、実践出ていると思
う。

地域の方が多い為、特養等へ退去された利用者
の家族、亡くなられた家族等が立ち寄って下
さったり、相談事で来初されるｹｰｽもあります。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

月一回ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行い、日々の変化に応じ方針を
決めている。

ﾌｪｲｽｼｰﾄを必ず見ているので、全員が把握してい
ると思われます。

記録や申し送りにて把握している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽや日々の職員同士の意見交換などを中心
に作成している。家族に意見の打診をするも、
深いｺﾒﾝﾄは上がってこない。

申し送り、記録を通して毎日行うﾐﾆﾐｰﾃｨﾝｸﾞでそ
の日の気付きを上げている。

同事業所のﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽとの交流も図り、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ来
初の際等は誘いを受け出かけたりしている。

地域の医療への受診。商店街の利用、西区役
所、小中学校、幼稚園との関わり等支援してい
る。

かかりつけ医は本人、家族の希望で、自由に選
択されている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

理事長が併設してある医院の院長で在り、管理
者は看護師であり、併設してあるﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽにも
常時看護士が常駐している為、支援しやすい環
境である。

入居者の入院、及び退院には必ず関わるように
している。又、退院に向けてのｶﾝﾌｧﾚﾝｽには毎回
参加をしている。

契約時に家族と十分に話をしている。結果的に
三名の入居者がﾀｰﾐﾅﾙとして支援した。

ﾏﾆｭｱﾙを手引きとして備えてはいる。特に夜間、
緊急時には、すぐ対応できるよう努力はしてい
る。

平成13年より、年二回の昼間の訓練は実施して
いるが、夜間対応の訓練はした事がないので、
今後の課題である。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

心がけているも、禁句として挙げられている言
葉を発している事もｽﾀｯﾌによってはある。

自己決定が出来るような話の糸口を作るように
働きかけている。ｽﾀｯﾌによっては自分の意見が
前に出てしまっている場面も見られる時があ
る。

個々の希望が叶えられるかと言うと難しいが、
極力希望に添えるように努力している。しか
し、場面によってｽﾀｯﾌの都合優先と見受けられ
る時もある。

判断できない人や衣類の数が少ない人には好み
より実用性で対応してしまう場合がある。

食事を楽しむ事が出来る様に心がけている。準
備、片づけを一緒に行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

水分摂取量が決められている利用者には毎日摂
取量を記録し、支援している。　　西区管理栄
養士に年一回、献立を見てもらい、指導を受け
ている。

朝、夕、各々の状態に応じた支援を行ってい
る。

声掛け誘導、時間毎など各々の出来る残存機能
を生かした支援をしている。

食物繊維を含むものをﾊﾞﾗﾝｽよく取り入れるよう
努力している。

日中のｽﾀｯﾌ二名にて個々の希望の時間帯での入
浴は難しく、大体の方が午後の入浴となる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

日常の状態を観察しながら支援している。出来
る限り日中の覚醒、離床を促し、夜間の安眠に
繋げている。

ｽﾀｯﾌ全員が把握できているとは思われないの
で、確認が必要。

調理、裁縫、ﾊﾟｽﾞﾙ、歌、等その方ににあった対
応を心がけている。

利用者によっては家族、友人と旅行、墓参り、
近所の喫茶店等に外出している。

数千円単位で所持している利用者もいるが、ほ
とんどがﾎｰﾑ側で預かり使う際に出し入れしてい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

電話、手紙は自由である。

ｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰ、正月飾り、ひな人形等の飾りつけ、
片づけを利用者と共にしている。

ソファを置く場所を工夫している。庭にﾍﾞﾝﾁを
置き利用している。

入居前にご本人のお気に入りの物、思いである
物を持って来て頂くよう話をしている。全ての
物を新しくしないでほしい事を伝えている。

人形などで目印を設けたり、ﾄｲﾚ浴室などﾌﾟﾚｰﾄ
が下がっている。
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事業所 グループホーム

　　　　フィニックス
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

現状におけるｽﾀｯﾌの研修
が不足している。

事業所外研修及び、事業
所内研修の充実

隔月定期的
平成22年１月よ
り開催予定

地域運営推進会議の充実
概ね２ヶ月に一度の開催
に少しでも近づけるよう
にしていきたい。

平成２２年３月
より予定。

家族来所時には常に日常
の状態を話しているが、
記録等を積極的に見せて
の伝達が少なかったと思
う。

来所された家族に口頭だ
けで伝えるのではなく、
常時記録等を見て頂き、
日頃の状態を話して行き
たい。

平成２２年３月
より予定。

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

平成22年2月28日

目　標　達　成　計　画

事業所内研修に於いては
隔月における、夜間の研
修日の設定。

開催日を早めに設定、連
絡し、予定をたててい
く。

個人日誌、生活日誌、個
人カンファレンス、ミニ
ミーティングの記録等を
見て頂き、それを通して
伝えていく。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホームフィニックス

悠々

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

西区役所の高齢支援担当、生活保護課には必ず
月1回のﾍﾟｰｽで連絡を入れたり、足を運ぶように
している。ここ数年は高齢支援を中心に西区4ﾎｰ
ﾑを交え、情報交換の場を設け居ている。

以前は市からの委託で介護教室等を開催してい
た。現在は地域運営推進委員会義を通して発信
している。

町内会長、民生委員等、家族、入居者の参加を
頂き、西区高齢支援、包括を交え、積極的な意
見の交換があった。

いつでも見れる場所に理念を飾っている。ス
タッフミーティングでも理念について話してい
る。

近くの公園に散歩に行ったり、選挙や祭りに参
加している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

ﾎｰﾑが三階に位置し、ｴﾚﾍﾞｰﾀ位置が死角に入る
為、入居者安全の為、ｴﾚﾍﾞｰﾀは暗証番号になっ
ている。

常に利用者が発しやすい機会を作る努力をする
と共に、家族に対し面会時に本人の様子を話す
と共に、それとなく家族の意見、要望を伺うよ
うにしていてる。

研修回数としては少ないと思う。事業所内研修
での試みを考えているが、ｽﾀｯﾌがそれほどまで
の興味を示さないのは確か。

契約成立までには、ある程度回数を重ねて面談
し、説明をし本人家族に対し理解を得ていると
思う。

身体を使ったり、言葉の虐待は行っていない。
研修会、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等での学習はしているが、ｽﾀｯﾌ
によっては注意すべき点もある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

本人の行動、言動に加え、表情、目線、態度に
気を配りながら観察を行っている。

毎年、各ﾕﾆｯﾄから一名ずつ他ﾎｰﾑへの三日間の研
修、又は受け入れ等をしている。

各ﾕﾆｯﾄ共に職員室を設け、休憩時間には完全に
入居者と離れられる時間として60分間取ってい
る。夜勤、明け、休みのﾊﾟﾀｰﾝを極力崩さない努
力はしている。

事業所内外の研修、他ﾎｰﾑとの現場研修等、参加
はしているが、まだまだ足りない状況。

特別に聞く機会を設けたりはしていないが、日
常会話の中で聞き取り繁栄に繋げている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

利用者が限られているが、近所の方が来訪され
ている。

本人が行える事を援助し、本人らしく生活でき
るように、心がけている。

外出、面会等を大切にし、本人の状態をご家族
に詳しく伝えるように心がけている。

家族からの要望、心配事をｽﾀｯﾌ間で共有し、観
察しながら一つ一つ確認し、その結果を伝えて
いく事から関係作りを行っている。ﾌｪｲｽｼｰﾄ等を
利用し、職員も把握できるようにしている。

家族の要望に対する支援を中心に初めて行きな
がら、場所や人がかわることで変化が生じてく
る時は、新たな支援に変えていく対応を取って
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

記録の徹底や、日々のﾐﾆﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、ｽﾀｯﾌ間で共有
出来るように努めている。

月一回ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行い、日々の変化に応じ方針を
決めている。

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ用紙やご家族よりお話を聞くように
している。

地域の方が多い為、特養等へ退去された利用者
の家族、亡くなられた家族等が立ち寄って下
さったり、相談事で来初されるｹｰｽもあります。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ｽﾀｯﾌが間に入り、会話を成立できるように努め
たり、話題提供もしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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己
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価
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

地域の医療への受診。商店街の利用、西区役
所、小中学校、幼稚園との関わり等支援してい
る。

かかりつけ医は本人、家族の希望で、自由に選
択されている。

個別日誌、毎日のﾐﾆﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、及び連絡帳を活用
している。

同事業所のﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽとの交流も図り、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ来
初の際等は誘いを受け出かけたりしている。

毎日のﾐﾆﾐｰﾃｨﾝｸﾞ及び月一回のﾐｰﾃｨﾝｸﾞを生か
し、ｹｱﾌﾟﾗﾝに反映させている。又、ご家族にも
お話を聞くように努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

平成13年より、年二回の昼間の訓練は実施して
いるが、夜間対応の訓練はした事がないので今
後の課題である。

今回も受診時に癌が発見され、その段階から家
族、病院と何回もｶﾝﾌｧﾚﾝｽを重ね、病院、家族、
ﾎｰﾑ、三者一体でﾀｰﾐﾅﾙ支援を受け入れる事を決
定した。

ﾏﾆｭｱﾙを手引きとして備えてはいる。特に夜間、
緊急時には、すぐ対応できるよう努力はしてい
る。

理事長が併設してある医院の院長で在り、管理
者は看護師であり、併設してあるﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽにも
常時看護士が常駐している為、支援しやすい環
境である。

入居者の入院及び退院には必ず関わるようにし
ている。又、退院に向けてのｶﾝﾌｧﾚﾝｽには毎回参
加をしている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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評
価
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

一緒に準備や片づけを行っている。

日課は大切にしつつ、本人のﾍﾟｰｽを守るように
努めている。

個々に合わせたもの（口紅、ﾏﾆｷｭｱ、化粧品）を
使用し、大切にしてる。

言葉掛けは気をつけてはいるが、行動について
は時々、利便性を先行してしまう事がある。(ﾄｲ
ﾚ対応等)ｽﾀｯﾌの声の大きさが気になる事もあ
る。

毎日のお茶（ｺｰﾋｰ、紅茶、こぶ茶）を選んで頂
くと、特別なことではなく日々の生活の中で選
択できるよう心がけている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

足の運動等、適度な運動を促している。

毎回入浴する方や、体調に応じ対応している
が、午後の入浴が中心となる。

朝、夕、各々の状態に応じた支援を行ってい
る。

排泄表を使用し、ｽﾀｯﾌが排泄ｻｲｸﾙを把握し、声
掛けや介助を行っている。

水分摂取量が決められている利用者には毎日摂
取量を記録し、支援している。　　西区管理栄
養士に年一回、献立を見てもらい、指導を受け
ている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

限られているが、自身で管理している人もい
る。

調理、裁縫、ﾊﾟｽﾞﾙ、歌、等その方ににあった対
応を心がけている。

旅行や通院、お墓参り等ご家族の協力にて対応
している。

日常の状態を観察しながら支援している。出来
る限り日中の覚醒、離床を促し、夜間の安眠に
繋げている。

ｽﾀｯﾌ全員が把握できているとは思われないの
で、確認が必要。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居前にご本人のお気に入りの物、思いである
物を持って来て頂くよう話をしている。全ての
物を新しく、しないでほしい事を伝えている。

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対応の内部と、介助ﾊﾞｰの設置により、
歩行の安全性を確保しているので、杖を使用し
たり、ゆっくりとﾏｲﾍﾟｰｽの歩行で、自らの意思
で行動されている。

八か所の居室はL字になっており、どの部屋にも
日差しが入るようになっている。ﾌﾛｱにはｶﾅﾘｱを
飼って、利用者が世話をされている。

限られた空間ではあるが、その中で少し離れた
場所へ椅子、ｿﾌｧｰ等を置く工夫をしている。

基本的に電話や手紙は自由である。
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事業所 グループホーム

　　　　フィニックス
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

現状におけるｽﾀｯﾌの研
修が不足している。

事業所外研修及び、事
業所内研修の充実

隔月定期的
平成22年１月
より開催予定

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

事業所内研修に於いて
は隔月における、夜間
の研修日の設定。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

平成22年2月28日
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